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か
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ほ

う

し

ょ

う

さ

い

市歴史民俗博物館 
館長 石川秀男 

 
【
龍
の
図
】
知
多
市
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
 

 
 
 
太
い
筆
で
一
気
に
描
き
上
げ
た
、
勢
い
と
迫
力
 

 
 
 
の
あ
る
作
品
。
 

り
ま
せ
ん
が
、

幼
い
頃
か
ら
作

画
に
熱
心
で
、

の
ち
に
犬
山
の

外
科
医
・
神
原
家
の
養
子
と
な

り
、

絵
師
と
し
て
犬
山
城
主
・

成
瀬
正
住
の
画
員
と
し
て
仕
え

な
が
ら
数
々
の
作
品
を
残
し
ま

し
た
。

確
か
な
技
術
を
誇
る
鳳

章
斎
は
、

同
時
代
の
犬
山
城
主

の
画
員
の
中
で
も
っ

と
も
優
れ

た
者
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

鳳
章
斎
は
制
作
に
非
常

に
意
欲
的
で
知
多
市
や
犬
山
市

内
に
は
多
く
の
作
品
が
残
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、

八
幡
神
社
祭
礼

に
使
用
し
て
い
る
中
島
組
の
幕

「

油
単

(

ゆ
た
ん

)

」

や
、

犬

山
祭
の
「

水
引
幕
」

と
い
っ

た

祭
礼
幕
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
本
展
覧
会
は
、

鳳
章
斎
作
品

お
よ
そ
六
〇
点
を
と
お
し
て
、

鳳
章
斎
の
画
業
を
紹
介
す
る
も

の
で
す
。

特
に
、

地
元
・
知
多

と
犬
山
で
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
作
品
に
も
焦
点
を
当
て

る
こ
と
で
、

地
域
の
人
々
と
苦

楽
を
共
に
し
な
が
ら
生
き
た
で

あ
ろ
う
親
し
み
あ
る
人
物
像
に

も
迫
り
ま
す
。

卓
越
し
た
細
や

か
な
技
術
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な

迫
力
、

さ
ら
に
は
ユ
ー

モ
ア
あ

ふ
れ
る
鳳
章
斎
作
品
を
存
分
に

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
も
の
と

な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
、

知
多
市
歴
史
民
俗

博
物
館
で
は
、

十
月
二
九
日
～

十
二
月
十
八
日
に
「

神
原
鳳
章

斎
～

祭
礼
幕
を
描
い
た
絵
師

～
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
神
原
鳳
章
斎

(

か
ん
ば
ら

ほ
う
し
ょ

う
さ
い

)

は
、

天
明

年
間
（

一
七
八
〇
年
代
）

頃
に

知
多
郡
中
島
村
（

現
知
多
市
八

幡
字
中
島
）

の
農
業
・
早
川
孫

右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。

師
匠
は
定
か
で
は
あ

開催期間  前期 10/29～11/27 

        後期 11/29～12/18 

（前後期で一部作品の展示替えがあります。） 

休 館 日  月曜日 

開催時間  9:00～17:00 

           （入館 16:30まで） 
場   所  知多市歴史民俗博物館 

観 覧 料  一般300円 高校生150円 
        中学生以下 無料  

（注）本紙の紹介内容と展示は異なります。 
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.

青木稲荷拝殿の天井絵（左）と中島組の屋形（右） 

 
【
寅
】
双
幅
知
多
市
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
 

 
 
 
膨
ら
ん
だ
肩
や
鋭
く
大
き
な
瞳
な
ど
か
ら
勇
猛
 

 
 
 
な
虎
を
描
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
表
情
と
仕
 

 
 
 
草
は
ど
こ
か
可
愛
ら
し
く
、
猫
を
参
考
に
し
た
 

 
 
 
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

 
【
屋
形
飾
り
幕
、
油
単
】
八
幡
地
区
中
島
組
蔵
 

 
 
 
知
多
市
や
犬
山
市
内
に
は
多
く
の
鳳
章
斎
作
品
が
残
さ
れ
て
い
 

 
 
 
ま
す
。
 

 
 
 
八
幡
の
地
域
内
で
は
、
八
幡
神
社
祭
礼
の
屋
形
飾
り
幕
で
あ
る
 

 
 
 
油
単
や
太
鼓
幕
を
手
掛
け
た
ほ
か
、
白
山
社
や
青
木
稲
荷
（
八
幡
 

 
 
 
神
社
末
社
）
の
天
井
絵
、
龍
蔵
寺
や
極
楽
寺
の
涅
槃
図
な
ど
も
残
 

 
 
 
し
て
い
ま
す
。
 

 【襖絵・鷹牡丹図】八幡地区中島組蔵 

   花鳥の王とも言える鷹と牡丹を大きな画面に負けるこ 

   となく鮮やかに、そして力強く描いています。 

 【十六羅漢図】知多市歴史民俗博物館蔵 

   十六羅漢とは仏道を開いた十六人の聖者のことをいい、特に 

   江戸時代に多くの絵師によって描かれました。鳳章斎は仏画 

   師としても活躍し、特に知多市内には涅槃図、羅漢図など多 

   くの仏画が伝わっています。 

展覧会のオープニングイベント 八幡地区祭囃子演奏 
 日時 10月29日（土）午前10時  場所 知多市歴史民俗博物館 
八幡・浜小根祭囃子愛好会、荒古・中小根・杉山の各祭囃子保存会が、八幡地区 

伝統の曲目を演奏披露します。 

 
【
春
秋
風
景
】
双
幅
知
多
市
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
 

 
 
 
鳳
章
斎
は
、
中
国
の
歴
史
伝
説
上
の
人
物
や
龍
 

 
 
 
虎
、
鷹
な
ど
の
作
品
の
印
象
が
強
く
あ
り
ま
す
 

 
 
 
が
、
山
水
画
も
い
く
つ
か
残
し
て
い
ま
す
。
鳳
 

 
 
 
章
斎
の
作
品
は
、
比
較
的
太
い
線
で
輪
郭
を
縁
 

 
 
 
取
っ
て
描
く
技
法
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

 【涅槃図】極楽寺蔵 

   涅槃図は釈迦の入滅を描いたものです。 

   横たわった釈迦を囲む人々や動物たちの 

   表情から、深い悲しみの念が伝わってきま 

   す。軸裏面の記録から、天保6（1835）年 

   の作品と分かります。 



第92号 コミュニティだより　やわた 平成28年10月5日 （４）

 襖絵に見る鳳章斎 ～蘇った200年前の襖絵の迫力～ 
 ここで紹介する鳳章斎の作品は、知多市岡田の慈雲寺に使われていた古い襖の下張 りから発見されました。古

襖処分に立ち会った表装愛好家が二重三重に遭遇した偶然から焼却を免れ、奇跡的に日の目を見ることになり

ました。（この頁の資料は、南粕谷 長野修二郎氏から提供していただきました。） 

鷹の図（原図） 鷹の図（複製） レプリカボード 

落款拡大 

獅子（複製） 

師と弟子（複製） 

「
曽
我
長
門
之
介
徳
輝
」
 

「神原鳳章斎」展 

    割引入場券 

知多市 

  歴史民俗博物館 

一般（一人） 

 300円 ⇒ 240円 

※平成28年12月18日 

         まで有効 
※1回限り 

  同時に二人まで有効 
※コピー、複製 
     したものは無効 

キ
リ
ト
リ

 


